国際資産評価士（事業価値評価）
養成プログラム履修生願書
　　　　年　　月　　日


[image: image1]　　

プログラム運営委員会委員長　殿

（フリガナ）

氏　名　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)　１
（西暦）　　　　　年　　　月　　　日生　
令和7年度プログラム履修生として下記のプログラムを履修したいので，許可くださるようお願い致します。
記

・国際資産評価士（事業価値評価）養成プログラム
履　　　歴　　　書
	フリガナ
	(西暦)　　　年　　月　　日生　　歳
	性　別

	氏　名
	
	

	
	国籍(外国人のみ記入)
	男 ・ 女

	現住所（自宅）　〒

	

	TEL（　　　　　）　　　　－　　　　　　携帯（　　　　）　　　　　－　　　　　

	e-mail（携帯を除く）：

	西暦
	月
	最　終　学　歴（学校名称・学部名称）

	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卒業

	西暦
	月
	職　歴（所属部課・職名のほか業務内容を簡記）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	勤　務　先（所属部課・連絡先）

	勤務先名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
所属部課：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
TEL（　　　　　）　　　　　－　　　　　　


志望動機・修了後の計画調書

	氏　　　　名
	
	

	希望コース名
	国際資産評価士（事業価値評価）養成プログラム
	

	
	
	

	志望動機



	修了後の計画（※）


	＊常勤の職を有する方は職場の同意の有無をお答え下さい。
職場の同意：（　　有　・　　無　　）



	※プログラム修了後，得られた知識等をどのように活用していく計画かをできるだけ具体的に述べて下さい。



出願資格の確認調書
	氏　　　　名
	
	

	プログラム名
	国際資産評価士（事業価値評価）養成プログラム
	


	■　大学卒業について，下記いずれか選択し、必要事項を記載して下さい。
１．卒業した　→　（　　　　）年度卒業
２．卒業していない

	　　↓

（「卒業していない」の場合）

下記に事業価値評価，M＆A支援，企業再生支援，企業経営分析，不動産鑑定士等として鑑定の業務などに携わった業務経験・業績（受賞経歴・学会発表・掲載論文等）・資格等を記載してください。記載項目には期間・年月も併せて記載してください（※）。

	※本養成プログラムの出願資格は大学を卒業したか，卒業したのと同等の知識および能力を有すると認められた22歳以上のかたとなっておりますので，記載事項により出願資格を認定します。





写真貼付欄





縦 4cm


横 3cm








